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パネル発表2003 .11-15,16

ModedePapierII

Coupe

原 田 純 子/神 戸文化短期大学

「デザ イ ン理 論 』44/2004

■ 作 品A■

■ 平面の紙に四角形の連なりをベー

ス とす る直線 的な切 り込 みを入れ,

中 心か ら吊 り下 げる と紙 の重 さに

よ って降下 し,リ ズム感 のある立

体的な フォルムを作 り出す。 そ し

て弾力 的な動 きのあ るシルエ ッ ト

とな る。

その ような"Coupe‐ 切 る"造

形効果を服飾作 品の上 で表現 した。

図1作 品A写 真 図2作 品Aア イデ ィアソース

■材料

和紙(生 成)[93×54cm]:9枚

コ ンシール ファスナー[22cm]

:1本

ス プ リングホ ック:1組

絹 ミシン糸[50番]

図3作 品Aパ ター ン
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紙は 「切 る」 「折 る」な どの操作 によって様 々な フォルムを創 り出す。特 に ℃oupe一 切 る"

技 法に着 目し,そ の造形効果 を活か した紙の服飾作品の提案 を試みた。各作品の平 面パター ン

は シンプルな外形 とし,"Coupe‐ 切 る"加 工を施す ことによって表情 のあ る立体的な服飾へ

と変化 させ た。 古 くは衣服材料 として用い られた例のある紙子和紙を素材 とし,ミ シン縫製,

ア イ ロン仕一ヒげの工程 を踏み,実 際に着用 可能な現 代的なモー ド作品の製 作に取 り組ん だ。

■ 作 品B■

■ 平 面の紙 に切 り込みを入れ,

引 っ張る力を与え ると線の連

な った立体的 な美 しいフォル

ムを作 り出す。切 り込みの長

さ ・間隔 ・方 向と引っ張 る力

の強弱 に応 じて形や陰影に変

化が生 まれる。

そのような ℃oupe一 切 る"

造 形効果 を服飾作品の ヒで表

現 した、

図4作 品B写 真 図5作 品Bア イディァソー ス

図6作 品Bバ ター ン

■ 材 料

和 紙(生 成)[93×54cm]:4枚

和 紙(紫)[93x5Ocm]:4枚

オ ー プ ン フ ァ ス ナ ー[30cm]

:1本

コ ン シ ー ル フ ァ ス ナ ー[22cm]

:1本

ス プ リ ン グ ホ ッ ク:1組

絹 ミ シ ン糸[50番]
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